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げ
て
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
具
体
は
、
雄
大
な
自
然
の
恵
み
を
体
験
す
る

世
界
に
開
か
れ
た
「
美
し
い
北
海
道
づ
く
り
」
と
低

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
北
の
暮
ら
し
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
多
様
な
主

体
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
我
が
国
の
環
境
政
策
の

先
駆
的
取
組
み
と
し
て
、
モ
デ
ル
と
な
る
施
策
を
支

援
・
展
開
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
施
策
と
し
て

は
、
①
自
然
の
恵
み
豊
か
な
美
し
い
大
地
の
再
生
・

創
造
、
②
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の
森
づ
く
り
、

③
環
境
付
加
の
少
な
い
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
、
④
地

球
的
視
点
で
見
る
北
の
暮
ら
し
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

⑤
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
未
利
用
・
循
環
資
源
の
活
用

の
５
つ
が
北
海
道
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
中
に
示

さ
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
で
美
し
い
北
海
道
の
実
現
に
向
け
て

北
海
道
の
豊
か
な
自
然
は
、
国
家
と
し
て
大
切
な

資
産
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
次
世
代
の
国
民
に
対
し

て
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
北
海
道
が
持

続
可
能
な
社
会
へ
変
革
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
環
境
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
先
導
的
な
役

割
を
果
た
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
北
海
道
の
自
然
環
境
は
、

品
質
の
優
れ
た
食
料
供
給
や
水
準
の
高
い
観
光
の
基

盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
価

値
・
ブ
ラ
ン
ド
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
北
海
道

民
は
志
を
高
く
持
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
地
で
あ
る
「
美
し
い
北
海
道
」
に
磨
き
を
か
け

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

２
位
の
日
本
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
部
分
を
国
外
の
化

石
燃
料
に
依
存
し
て
き
た
日
本
が
、
よ
り
深
刻
化
す

る
地
球
環
境
問
題
に
対
し
て
先
導
的
役
割
を
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
政
府
は
、
昨
年
６
月
、「
自
然
共
生

社
会
」「
低
炭
素
社
会
」「
循
環
型
社
会
」
の
形
成
を

目
指
し
た
「
21
世
紀
環
境
立
国
戦
略
」
を
閣
議
決
定

し
た
。
ま
た
、
本
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
地
球
環
境
が
テ
ー
マ
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
も
、「
食
」
や
「
観
光
」
な
ど
、
北
海
道
が

強
み
と
し
て
い
る
分
野
の
背
景
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
由
来
し
て
い
る
。
一
層
の
ク
オ
リ
テ
ィ
向
上
を

目
指
し
て
い
く
た
め
に
も
、
美
し
い
北
海
道
づ
く
り

へ
の
取
組
み
は
不
可
欠
で
あ
る
。

北
海
道
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

国
土
交
通
省
北
海
道
局
は
、
地
球
環
境
問
題
を
テ

ー
マ
と
す
る
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
契

機
と
し
て
、「
雄
大
な
自
然
の
恵
み
を
体
感
す
る
世
界

に
開
か
れ
た
�
美
し
い
北
海
道
づ
く
り
�
」、「
低
炭

素
社
会
の
形
成
に
向
け
た
�
北
の
暮
ら
し
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
�
」
を
掲
げ
て
、
こ
れ
ら
の
先
駆
的
取
組

み
の
モ
デ
ル
と
し
て
「
北
海
道
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
と
い
う
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
打
ち
出
そ
う
と
し

て
い
る
。

北
海
道
は
、
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
を
有
し

て
お
り
、
こ
れ
を
国
民
全
体
の
資
産
と
し
て
守
り
育

て
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
方
、

北
海
道
は
、
同
様
の
気
象
条
件
を
有
す
る
欧
米
諸
国

と
同
程
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
な
っ
て
い
る
が
、

冬
期
暖
房
の
効
率
性
向
上
な
ど
さ
ら
な
る
改
善
の
余

地
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

「
北
海
道
モ
デ
ル
」
の
実
現
に
向
け
、
北
海
道
局
が
掲

げ
る
「
北
海
道
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
道
民
挙

こ
と
に
進
ん
で
挑
戦
す
る
人
々
の
文
化
を
活
か
し
、

新
た
な
時
代
―
持
続
的
発
展
が
可
能
な
地
球
社
会
を

切
り
開
く
先
駆
者
と
し
て
、
北
海
道
に
大
き
な
可
能

性
を
見
て
い
る
国
民
の
期
待
に
応
え
、
困
難
な
問
題

解
決
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
先
駆
的
・
実
験
的
取
組

み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
世
界
に
開
か
れ

た
地
域
と
し
て
飛
躍
し
て
い
く
好
機
が
訪
れ
て
い
る
。

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

20
世
紀
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
激
変
し
た
時
代
で
あ

り
、
世
界
人
口
は
16
億
人
か
ら
60
億
人
と
４
倍
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
17
倍
、
１
人
当
た
り
所
得
は
４
倍
強
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
11
倍
、
水
の
消

費
も
10
倍
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
の
人
口
が
１
０
０

億
人
規
模
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
中
、
世
界
中

の
人
々
が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
豊
か
さ
を
求
め
る
な
ら
、

化
石
燃
料
の
み
な
ら
ず
、
水
や
食
料
ま
で
も
不
足
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

人
類
誕
生
以
降
の
歴
史
を
人
口
推
移
か
ら
み
る
と
、

過
去
３
０
０
年
間
は
特
異
な
時
代
で
あ
っ
た
。
今
一

度
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
振
り
返
り
、
次
世
紀
へ
と

つ
な
が
る
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
知
識
社
会
や
ゆ
と
り
社
会
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
長
す
る
先
進
国
と
、
市
場
原
理
に
基
づ
い
た
高
度

成
長
を
旨
と
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ

ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
４
カ
国
）
や
発
展
途
上
国
、

そ
の
双
方
が
豊
か
な
社
会
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
先
進
国
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に

環
境
負
荷
の
小
さ
い
社
会
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
産

業
活
動
、
生
活
行
動
）
を
構
築
す
る
技
術
・
知
恵
・

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
化
し
、
こ
れ
ら
を
発
展
途

上
国
へ
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

先
進
国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
日
本
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第

北
か
ら
の

発
信　

北
海
道
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ 

① 

新
た
な
時
代
の
北
海
道
開
発

２
０
０
５
年
７
月
22
日
、
全
国
計
画
と
広
域
地
方

計
画
か
ら
な
る
国
土
形
成
計
画
法
が
成
立
し
た
。
全

国
計
画
は
２
０
０
６
年
11
月
に
「
計
画
部
会
中
間
と

り
ま
と
め
」
が
国
土
審
議
会
へ
報
告
さ
れ
、
現
在
、

閣
議
決
定
を
待
っ
て
い
る
。
一
方
、
広
域
地
方
計
画

は
２
０
０
６
年
７
月
に
広
域
地
方
計
画
区
域
が
定
め

ら
れ
、
全
国
計
画
決
定
か
ら
１
年
以
内
に
広
域
地
方

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
で
、
国
土
交
通
省
北
海
道
局
は
、
広
域
地

方
計
画
の
ひ
と
つ
と
も
い
う
べ
き
「
新
た
な
北
海
道

総
合
開
発
計
画
」
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

今
日
の
北
海
道
開
発
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、

自
然
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
と
い
っ
た
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
対
応
し
、
北
海
道
の
優
れ
た
資
源
・
特
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
我
が
国
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
経
済
社
会
の
形

成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

自
然
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
着
目
す
る
と
、

現
在
、
地
球
環
境
へ
の
人
間
の
活
動
の
影
響
が
随
所

で
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
人
類
は
、
環
境
と
共
存
し
な
が
ら
、
経

済
発
展
、
地
域
の
活
性
化
、
人
々
の
安
心
で
安
全
な

暮
ら
し
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
見
い
だ
す
持

続
可
能
な
社
会
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

北
海
道
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
同
程
度
の
人
口

密
度
で
あ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
空
間
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
４
分
の
１
近
く
を
占
め
る
森
林
、

同
じ
く
８
割
以
上
を
占
め
る
湿
地
、
良
質
で
豊
富
な

水
な
ど
、
21
世
紀
に
最
も
重
要
な
要
素
と
な
る
自
然

環
境
も
十
分
に
保
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い

北
海
道
は
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
を
有
し
て
い

ま
す
が
、
積
雪
寒
冷
、
広
域
分
散
型
社
会
と
い
う
北
海

道
特
有
の
地
域
条
件
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
多

く
、
ま
た
畜
産
廃
棄
物
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
な
ど
、
地
球
環
境
問
題
に
も
直
面
し
て
い

ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
を
契
機
と
し
て
、
我
が
国
の
環
境
問
題
を
リ
ー
ド

す
る
北
海
道
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

地球環境問題と北海道の果たす役割地球環境問題と北海道の果たす役割
100％ 

0
日本 北海道 

11.6％ 

総排出量 
35,077万t

総排出量 
2,047万t

100％ 

0
日本 北海道 

26％ 

6.8％ 
2.7％ 

総排出量 
35,077万t

総排出量 
2,047万t

京都議定書で対象となる 
森林※の二酸化炭素吸収量 森林の二酸化炭素吸収量 

（総体） 

室
蘭
工
業
大
学
教
授
　
田
村
　
亨

主要国の人口密度と1人当たり運輸部門CO2排出量 森林の二酸化炭素吸収量（単位：炭素トン）

主要国の人口1人当たり水賦存量の国際比較

平成18年河川水質ランキング

BOD
（生物化学的酸素要求量）
〔156河川の平均　1.1㎎/l〕

北海道のバイオマス賦存量

第1位 尻別川（北海道）
（0.5㎎/ｌ）後志利別川（北海道）

鵡川（北海道）
黒部川（富山）
安倍川（静岡）
宮川（三重）
高津川（島根）
球磨川（熊本）

第10位 札内川（北海道）
（0.6㎎/ｌ）豊川（愛知）

木質系バイオマス 427 2,640 16.2％
非木質系バイオマス 560 9,500 5.9％
家畜ふん尿 1,960 8,700 22.5％
合　計 2,947 20,840 14.1％

北海道（A） 全　国（Ｂ）（A）／（B）

（単位：万トン）

※新規植林・再植林、森林経営、植生回復といった
一定の条件を満たした森林

上富良野町

白樺街道と十勝岳（美瑛町）


